
自自己己株株式式をを取取得得ししたた場場合合にに
おおけけるる法法律律・・会会計計・・税税務務のの取取扱扱いい

は
じ
め
に

金
庫
株
の
解
禁
に
対
応
し
た

平
成
13
年
商
法
改
正
に
伴
う
税

制
改
正
（
平
成
13
年
10
月
1
日

施
行
）
で
は
、
自
己
株
式
（
出

資
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
を
取

得
及
び
処
分
の
場
面
で
は
資
本

等
取
引
に
準
じ
て
取
り
扱
い
、

保
有
の
面
で
は
資
産
と
し
て
取

り
扱
う
と
い
う
二
面
性
を
有
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

平
成
18
年
5
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
会
社
法
で
は
、
新
株

の
発
行
と
金
庫
株
の
処
分
の
手

続
き
が
募
集
株
式
の
発
行
等
と

一
体
化
さ
れ
る
な
ど
「
新
株
」

と
「
自
己
株
式
」
の
相
対
的
な

差
異
が
縮
小
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
会
社
法
の
制
定
を

契
機
に
平
成
18
年
度
税
制
改
正

で
は
、
自
己
株
式
の
保
有
の
場

面
に
お
い
て
も
自
己
株
式
を
資

産
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
も
の

と
し
、
取
得
及
び
処
分
の
場
面

と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
と
し

た
。本

稿
で
は
、
自
己
株
式
を
取

得
し
た
場
合
に
お
け
る
会
社

法
、
会
計
及
び
税
法
の
取
扱
い

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅰ

会
社
法
上
の
取
扱
い

1

会
社
が
自
己
株
式
を
取
得

で
き
る
場
合

自
己
株
式
に
は
、
株
式
会
社

等
の
議
決
権
が
な
い
（
会
法
3

0
8
②
）
が
、
処
分
あ
る
い
は

発
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
会
社
法
で
は
予
備
券
と
し

て
の
性
格
が
あ
る
が
、
税
法
で

は
自
己
株
式
の
資
産
性
を
な
く

し
た
こ
と
か
ら
、
発
行
済
み
株

式
数
か
ら
除
外
し
た
も
の
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
社
法
で
は
、
株
式
会
社
が

自
己
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
ケ
ー
ス
を
「
取
得
条
項

付
株
式
の
取
得
事
由
が
生
じ
た

場
合
」、「
相
続
人
等
に
対
す
る

売
渡
請
求
が
あ
っ
た
場
合
」
及

び
「
市
場
取
引
等
に
よ
る
取

得
」
な
ど
一
定
に
掲
げ
る
場
合

に
限
定
し
た
（
会
法
1
5
5
〜

1
6
5
）。

2

自
己
株
式
の
取
得
に
伴
う

財
源
規
制

会
社
法
で
は
、
金
銭
等
の
分

配
（
商
法
に
お
け
る
利
益
配
当

及
び
中
間
配
当
）、
資
本
金
又

は
準
備
金
の
減
少
に
伴
う
払
戻

し
及
び
自
己
株
式
の
取
得
に
よ

り
株
主
に
対
し
て
交
付
す
る
金

銭
等
（
当
該
株
式
会
社
の
株
式

を
除
く
）
の
帳
簿
価
額
の
総
額

は
、
そ
の
行
為
が
効
力
を
生
ず

る
日
に
お
け
る
分
配
可
能
額
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
剰
余
金
の
分
配

に
対
す
る
財
源
規
制
が
設
け
ら

れ
た
（
会
法
4
6
1
、
会
計
規

1
5
6
〜
1
5
8
）。

旧
商
法
に
お
け
る
「
配
当
可

能
利
益
」
の
算
定
は
、
貸
借
対

照
表
に
お
け
る
純
資
産
額
か
ら

控
除
方
式
で
計
算
（
旧
商
法
2

9
0
）
さ
れ
て
い
た
が
、
会
社

法
に
お
け
る
「
分
配
可
能
額
」

は
、
随
時
計
算
さ
れ
る
剰
余
金

の
額
を
基
礎
と
し
て
、
株
式
会

社
の
株
主
と
債
権
者
と
の
間
の

利
害
調
整
の
た
め
に
必
要
な
金

額
を
加
減
算
し
て
算
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の

計
算
基
準
に
つ
い
て
も
、
旧
商

法
に
お
け
る
決
算
期
基
準
か

ら
、
会
社
法
で
は
分
配
時
基
準

と
さ
れ
、
臨
時
計
算
書
類
に
基

づ
く
期
間
損
益
を
分
配
可
能
額

に
反
映
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

っ
た
。

Ⅱ

会
計
上
の
取
扱
い

1

会
計
処
理
基
準
等
の
考
え

方取
得
し
た
自
己
株
式
は
、
取

得
価
額
を
も
っ
て
純
資
産
の
部

の
株
主
資
本
か
ら
控
除
す
る

（
基
準
7
）。

会
社
法
で
は
、
自
己
株
式
の

取
得
が
可
能
な
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
網
羅
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る

（
会
法
1
5
5
〜
1
6
5
）

が
、
会
計
基
準
で
は
、
自
己
株

式
の
取
得
を
「
資
本
の
払
戻
」

と
位
置
づ
け
た
う
え
で
取
得
の

方
法
に
よ
り
会
計
処
理
は
区
別

せ
ず
、
全
て
の
自
己
株
式
の
取

得
に
同
様
の
会
計
処
理
が
適
用

さ
れ
る
。

自
己
株
式
の
会
計
処
理
と
し

て
は
、
原
価
法
、
額
面
法
及
び

減
資
法
が
あ
る
。
我
が
国
で

は
、
額
面
が
廃
止
さ
れ
て
い
る

た
め
、
額
面
法
は
採
用
さ
れ
な

い
。
ま
た
、
資
本
金
の
減
少
に

は
所
定
の
手
続
を
必
要
と
す
る

た
め
、
減
資
法
を
採
用
す
る
こ

と
も
現
実
的
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
原
価
法
に
よ
り
処
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
原
価
法
は
、

自
己
株
式
を
取
得
し
た
時
点
で

は
「
純
資
産
の
部
」
に
お
け
る

他
の
項
目
の
金
額
を
動
か
さ
な

い
の
で
、
そ
の
自
己
株
式
の
最

終
的
処
理
が
未
定
の
場
合
に
適

し
た
方
法
で
あ
り
、か
つ
、会
計

処
理
が
簡
便
で
あ
る
。
ま
た
、

取
得
と
処
分
を
一
連
の
取
引
と

し
て
捉
え
る
見
方
と
整
合
す
る

会
計
処
理
と
さ
れ
て
い
る
。

【
仕
訳
】

（
借
）
自
己
株
式
泫

×
×
×

（
貸
）
現
金
預
金
等

×
×
×

泫

純
資
産
の
部
の
株
主
資
本

か
ら
控
除
（
マ
イ
ナ
ス
表
示
）

2

自
己
株
式
の
取
得
・
処
分

及
び
消
却
に
関
す
る
付
随
費

用
の
処
理

自
己
株
式
の
取
得
・
処
分
お

よ
び
消
却
に
関
す
る
付
随
費
用

は
、
損
益
計
算
書
の
営
業
外
費

用
と
し
て
処
理
す
る
（
基
準

14
）。従

来
、
新
株
発
行
費
用
は
株

主
資
本
か
ら
減
額
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
整
合
性
を
図
る
観
点

か
ら
、
企
業
会
計
基
準
第
1
号

は
付
随
費
用
を
損
益
取
引
と

し
、
営
業
外
費
用
に
計
上
す
る

取
扱
い
と
し
て
い
る
。

Ⅲ

税
務
上
の
取
扱
い

1

取
得
し
た
会
社
側
の
取
扱

い
法
人
が
自
己
株
式
の
取
得
等

を
し
た
場
合
に
は
、
資
産
に
計

上
せ
ず
、
取
得
等
を
し
た
株
式

に
対
応
す
る
資
本
金
等
の
額

（
以
下
「
取
得
資
本
金
額
」
と

い
う
）
を
、
取
得
等
の
時
に
資

本
金
等
の
額
か
ら
減
算
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
（
法
法
2
十
六
、

法
令
8
①
十
七
）。
ま
た
、
対

価
の
額
か
ら
取
得
資
本
金
額
を

控
除
し
た
金
額
が
減
少
す
る
利

益
積
立
金
額
と
な
る
（
法
令
9

①
十
二
）。
こ
の
利
益
積
立
金

額
の
減
少
額
は
、「
み
な
し

配
当
」
と
さ
れ
る
（
法
法
24
①

四
）。た

だ
し
、
上
場
株
式
の
市
場

に
お
け
る
取
得
な
ど
、
み
な
し

配
当
課
税
が
行
わ
れ
な
い
ケ
ー

ス
に
お
け
る
自
己
株
式
の
取
得

の
場
合
に
は
、
そ
の
取
得
の
対

価
等
が
減
少
す
る
資
本
金
等
の

額
と
な
る
た
め
、
利
益
積
立
金

額
は
減
少
し
な
い
こ
と
と
な
る

（
法
令
8
①
十
八
）。

法
人
が
自
己
株
式
の
取
得
を

し
た
場
合
に
は
、
資
本
金
等
の

額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

が
、
株
主
等
が
株
式
又
は
出
資

を
有
し
な
く
な
る
こ
と
の
対
価

と
し
て
金
銭
等
を
交
付
す
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
自
己
株
式

の
取
得
と
同
様
の
経
済
的
効
果

を
有
す
る
出
資
の
消
却
等
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
そ
の
事
由
が

生
じ
た
時
に
資
本
金
等
の
額
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
自
己
株
式
を
取
得
し

た
場
合
の
付
随
費
用
は
、
損
金

の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

2

株
主
側
の
取
扱
い

（
1
）
相
対
取
引
に
よ
り
購
入

し
た
場
合

上
場
会
社
又
は
非
上
場
会
社

が
相
対
取
引
の
方
法
に
よ
り
自

己
株
式
を
購
入
す
る
場
合
に

は
、
個
人
株
主
又
は
法
人
株
主

に
対
し
て
「
み
な
し
配
当
」
課

税
及
び
譲
渡
所
得
等
の
課
税
が

適
用
さ
れ
る
（
所
法
25
①
四
、

措
法
37
の
10
①
、
法
法
24
①
四
、

法
法
61
の
2
①
）。

自
己
株
式
を
取
得
し
た
法
人

に
お
い
て
は
、「
取
得
資
本
金

額
」
を
取
得
等
の
時
に
資
本
金

等
の
額
か
ら
減
算
（
法
法
2
十

六
、
法
令
8
①
十
七
）
し
、
取

得
対
価
の
額
か
ら
取
得
資
本
金

額
を
控
除
し
た
金
額
が
減
少
す

る
利
益
積
立
金
額
と
な
る
（
法

令
9
①
十
二
）。
こ
の
利
益
積

立
金
額
の
減
少
額
は
、「
み
な

し
配
当
」
と
さ
れ
る
（
法
法
24

①
四
）。

そ
こ
で
、
相
対
取
引
の
方
法

に
よ
り
自
己
株
式
を
取
得
し
た

場
合
に
は
、
法
人
が
株
主
に
交

付
し
た
取
得
対
価
の
額
は
資
本

の
払
戻
し
に
相
当
す
る
「
取
得

資
本
金
額
」
の
部
分
と
剰
余
金

の
配
当
に
相
当
す
る
「
み
な
し

配
当
」
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

（
2
）
市
場
か
ら
購
入
し
た
場

合
（
み
な
し
配
当
課
税
が
行
わ

れ
な
い
場
合
）

上
場
会
社
が
金
融
商
品
取
引

所
を
通
じ
て
自
己
株
式
を
市
場

か
ら
購
入
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
株
式
を
売
却
し
た
個
人
株
主

又
は
法
人
株
主
に
対
し
て
は

「
み
な
し
配
当
課
税
」
が
行
わ

れ
な
い
（
所
令
61
①
、
法
令
23

③
）。
こ
の
規
定
は
、
市
場
売

却
し
た
株
主
に
お
い
て
、
そ
の

売
却
し
た
株
式
の
購
入
先
ま
で

知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
を
み
な
し
配
当
課
税
の
対

象
と
す
る
と
課
税
の
現
場
で
混

乱
が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
場
株
式
の
市
場
に
お
け
る

取
得
な
ど
、
み
な
し
配
当
課
税

が
行
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
に
お
け

る
自
己
株
式
の
取
得
の
場
合
に

は
、
そ
の
取
得
の
対
価
等
が
減

少
す
る
資
本
金
等
の
額
と
な
る

た
め
、
利
益
積
立
金
額
は
減
少

し
な
い
こ
と
と
な
る
（
法
令
8

①
十
八
）。

そ
こ
で
、
個
人
株
主
及
び
法

人
株
主
が
不
特
定
多
数
を
相
手

と
す
る
市
場
等
取
引
に
よ
り
株

式
等
を
売
買
し
た
場
合
に
は
、

売
買
価
額
か
ら
そ
の
株
式
等
の

帳
簿
価
額
を
控
除
し
た
金
額
が

株
式
等
の
売
却
損
益
と
し
て
課

税
さ
れ
る
（
措
法
37
の
10
、
法

法
61
の
2
①
）。
個
人
株
主
の

場
合
に
お
い
て
は
、
譲
渡
損
失

の
金
額
に
つ
い
て
損
益
通
算
及

び
3
年
間
の
繰
越
控
除
が
で
き

る
（
措
法
37
の
12
の
2
）。

お
わ
り
に

上
場
会
社
に
お
け
る
自
己
株

式
取
得
及
び
保
有
の
実
施
状
況

が
急
増
し
、
自
社
が
筆
頭
株
主

と
な
っ
て
い
る
上
場
会
社
は
、

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
上

場
会
社
に
お
け
る
自
己
株
式
の

取
得
・
保
有
が
進
む
理
由
と
し

て
は
、
近
年
の
敵
対
的
な
買
収

者
の
登
場
に
加
え
、
自
己
株
式

の
取
得
を
手
段
と
し
た
買
収
防

衛
策
を
導
入
す
る
企
業
が
増
え

て
い
る
こ
と
及
び
自
己
株
式
の

取
得
が
、
上
場
会
社
に
お
い
て

は
相
場
急
落
時
に
は
株
価
の
テ

コ
入
れ
策
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

非
上
場
株
式
に
お
い
て
は
相
続

人
か
ら
の
買
い
取
り
に
よ
る
納

税
対
策
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
会
社
に
お
い
て

長
期
間
に
渡
っ
て
自
己
株
式
を

消
却
し
て
い
な
い
点
で
投
資
家

等
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

自
己
株
式
の
取
得
か
ら
消
却

ま
で
、
す
な
わ
ち
自
己
株
式
の

保
有
期
間
中
に
お
い
て
は
、
発

行
済
株
式
総
数
の
登
記
事
項

（
会
法
9
1
1
③
四
）
を
変
更

す
る
必
要
が
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株

主
及
び
投
資
家
等
の
利
害
関
係

者
へ
の
適
正
な
情
報
開
示
の
観

点
か
ら
は
、
自
己
株
式
を
取
得

後
、
長
期
間
消
却
せ
ず
に
保
有

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
自
己
株
式
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
取
得
後
直
ち

に
発
行
済
株
式
等
を
減
少
さ
せ

る
よ
う
な
法
整
備
を
す
べ
き
で

あ
る
と
私
考
す
る
。
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